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 質 問 者  髙 野   博   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

１ 使用済み燃料の実態と

町財政のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 住宅再建支援の充実・

見直しを 

 

 

 福島ではいまだ 9万人以上の方がふるさとに戻れ

ずにいます。にもかかわらず、東電と政府は、自主

避難の家賃補助、営業補償などの賠償金を打ち切ろ

うとしています。福島を切り捨てる動きとしか言い

ようがありません。加害者が被害者に心底謝罪し、

対応しているとは思えず心が痛みます。今回はテー

マが二つになりますが町長の認識を伺います。 

(１) 女川原発の使用済み燃料の現状について説明

を求め、町民を放射能の潜在的膨大な危険にい

つまでさらしておくのか、今後の見通しなど町

長の見解を伺います。 

(２) 町長は、原発の再稼働をしなければ、町財政

は破綻するという認識ですか。 

(３) ポスト原発を見通し、財政調整基金を造成し

てきた先人の努力をどう評価しますか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 震災から６年目に入り本格的な復興が待ち望まれ

ています。ここにきて、本町と石巻市、東松島市と

の比較で、住宅再建支援策に格差が歴然としてきて

います。住民の負担の軽減から見直しを求めます。 
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３ まちづくりの理念とし

て「協働」を 

(１) 石巻市と東松島市の集団移転等の土地の借地

料と本町の借地料について。 

(２) 石巻市と東松島市の災害公営住宅の駐車場料

金と本町の駐車場料金の実態は。 

(３) 町独自の支援策があるとはいえ、両市にも本

町にない独自の支援策があります。同じ国のお

金を使って進めている復興事業の根幹で、あま

りにも違いが大きすぎませんか。再検討を求め

ます。 

 （質問の相手：町長・担当課長） 

 

 石浜地区災害公営住宅に入居された方から、「入

居して初めていくつか不具合が見つかった。私たち

はもう我慢するしかないが、ぜひ次の住宅に私たち

の声を生かしてほしい」といわれました。 

 本当に名もない町民がまちづくりに参画したいと

思っているのです。まさに今こそまちづくりに「町

民と行政が協働する」理念を掲げるべきと思います

が、町長の見解を伺います。 

 （質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

 


